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ハキリバチ属 2 種の巣の構造
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Nest Architecture of Two Species of Japanese Leaf-Cutting Bees, 

Megachile nipponica COCKERELL and Megachile sumizome 

HIRASHIMA et MAETA (Hymenoptera, Megachilidae) 

By Yasuo MAETA, Ryoichi MIYANAGA and Yasuhiro OKAJIMA 

Abstract Nest architecture of two species of Japanese leaf-cutting bees was 
studied. These two species choose both soil and pre-existing tubes as their nesting 
substrates. Five different types of leaf pieces were seen to use in reed tube nests 
such as large oval-shaped (A-1) , small oval-shaped (A-2) and semiround-shaped (A-3) 
for cell cup; semiround-shaped (B-2) for cell cap; and small oval-shaped ( C-1) for 
entrance plug. However, three of them i.e., A-3, B-2 and C-1 were similar to each 
other in size and shape, suggesting that the number of leaf-cutting patterns is fewer 
in M. nipponica and M. sumizome than in other congeners which nest only in tubes. 
No completely round-shaped leaf piece (B-1) was found to use for closing the cell 
cup in both of the species. This fact indicates that they can neither cut B-1 from 
a leaf nor can modify from B-2 to B-1 as in other soil nesting congeners. 
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は じ め に

日本産のハキリバチ属(Megachile) は 28種が知られている（平嶋， 1989) ． 巣の構造が

多少なりと も報告されている ものに ， キヌゲハキリバチM. kobensis（安松1931;岡部，

1937;岩田， 1941;郷原ら， 1993)， アルファルファハキリバチ M. rotundata（前田ら ，

1973;導入種） ， チビハキリバチM. subalbuta（岩田， 1941;MAETA et al. , unpub.) ,  

バラハキリバチモドキM. turugensis（宮本， 1964;片山， 1970;前田， 1979a)， バ ラ ハ

キリバチM. nipponica（岩田， 1941;宮本， 1964;前田， 1972)， アイヌハキリバチ M.

ainu (HmASHJMA & MAETA, 1974; MAETA et al., unpub.， 旧和名 は アルファルファハ

キリバチ） ， スミスハキリバチ M. humilis (HmASIIIMA & MAIりTA, 1974; M/\ETA et al., 

unpub.）， タイワンツヤハキリバチ M. igniscopata (MA ETA et al., unpub.)， ヤマトハ

キリバチM. japonica（岩田， 1939, 1941;前田， 1979b) ， フルカワフトハキリバチ M.

lagopoda furukawai (HmASHIMA & MAETA, 1974; MAETA et al., unpub.)， クズハキ

リバチM. pseudomonticola（岩田， 1941;前田。佐藤1971;須田， 1978)， サカガミハ

キ リバチM. remota (M1\ET/\ et al., unpub.) ， スミゾメハ キ リ バ チ
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M. sumizome (MA t•:T/\ et al., unpub.；郷原， 未発表），キバラ ハ キリバチM. xanthothrix 

（安松， 1 931;岩田 ， 1 93 9, 1 941)， ヤエヤマキ バ ラハ キ リバチ M. yaeyamaensis 

( Y  /\SUM/\TSU & Htl{/\SHIM/\, 1964) の15種がある． 上述し たアル ファル ファハキリバチ

は北米とヨ ー ロッパからの導入種である． 本 邦での定着がまだ確認されていないので上述の

28種には含まれていない．

バラ ハキリバチの巣の構造についてはすでに上 述の報告がある． 今回， 葦筒に営巣 したバ

ラ ハキリバチとスミゾメ ハ キリバチの巣の解体調査で， 使用葉片の形態について興味深い知

見が得られたので報告する．

結果および考察

1. バラハキリ バ チ

調査 したバラ ハ キリバチの巣は， 島根県安来市吉佐町にあるレンゲ畑で1996年 に放飼した

マメコバチOsmia cornif rons に混じって営巣 した2本 である．

筒（孔） 類を利用して営巣された有剣類の巣 は奥から， 1. 底空室， 2. 底壁， 3. 育房，

4 . 育房壁 5. 中間空室 6. 中間空室璧 7 . 入口空室璧 8. 入口空室， 9. 入口栓

の 9つの要素で構成される (KROMBEIN, 196 7 ;前田， 1978)． 巣 材として， 裁断した葉片

を加工することなくそのまま使用するハ キリバチ属では， 入口栓を除き仕切壁類は存在しな

ぃ． その理由は育房は連続して造られ， 各育房が円形葉片で塞がれ， これが仕切壁の機能を

もつからである． 土中で営巣 し育房を天然の巣 材（例えば， 土壌，植物体の 一部など） で作

製していたもの が， 筒などの既存の 空間を利用することで， 育房の作製に用いていた巣材の

使用量を大幅に削減させることが可能となった． その育房の 部分 的な名残が育房壁である．

したがって， 育房壁の作製は既存の空間を利用することで生みだされた行動形 質である． 既

存の空間の みを利用する筒（孔） 類営巣性のマメコバチOsmia cornifrons（前田， 197 8)

とフランスツッ ハ ナバチ0. coerulescens（前田， 1981) において， 営巣場所を操作するこ

とで， 両種に育房全体を天然の巣材で造ら せうることが報告されている． ハ キリバチ属では

既存の空間を利用しても， 葉片を練り合わせるなどの加工技術をもたないので， 育房用の 天

然巣材の削減の ための堅固な育房壁を造る習性 は出現しにくいと言える．

バラ ハキリバチが営巣した2 本の葦筒の長さは， 共に15 cm, 内径は巣No.1が 7 . 5 mm , 巣

No. 2が 7. 3 mmあった． 葉片源植物は， すべてケヤキZelkoua serrata MAKINO の若葉で

あった． 底空室長 ー 全育房長（育房数を示す） 一 入口空室長の測定値( mm ) を列記すると，

巣No. 1は 33-1 05( 7 )-16, 巣No.2は 42- 84( 6 )-24となる．

使用される葉片 は場所によって異なる． 筆者の一人前田は，岩田(1941) を参照して， ハ

キリバチ属において場所別に使用される各葉片の種類を定義して， 次の略号名称を与えてい

る（前田ら， 1973;前田， 197 9b ;MAETA et al., unpub.）． この名称はハ キリバチ属に共

通して用いることができる． A-1（大型卵形葉片 ， 育房カップの外壁に主に使用）， A-

2 （小型卵形葉片 ， 育房のカップ内 壁に主に使用）． A- 3 （円形葉片 ， 育房の カップの底
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壁に主に使用）， B-1 （正円形葉片， 育房キャップの内壁に使用）， B-2（準円形葉片，

育房キャップの外壁に使用）， C-1 （小型卵形葉片 ， 入口空室の粗雑な充鎮と入口栓に使

用）， C-2 （正円形葉片でC-1と同じように使用）． 円形葉片と称したものには， 正円形

葉片（自然葉縁がない） と準円形葉片 （自然葉縁が残されている） の 2つが含まれる． 必要

に応じて円形葉片を正円葉片と準円葉片に分けて記述した． A-1は筒と育房の外壁の間の

充鎮用にも用いられる． A-1， A-2, C-1と B-2の各葉片の 一部には自然葉縁が残

されているが， A-3， B-1, C-2には残されていない． これらは準円形葉片を二次加

工して正円化したとされている（岩田， 1941)． しかし， ァルファルファハキリバチでは正

円形葉片を裁断できるので (MAETA et al., unpub.）， 少なくとも B-1は最初から完全

な正円形で裁断 されたものであろう． ほかの種で見られる正円形葉片は， 岩田の指摘のよう

に必要に応じた準円形葉片の歯削りで正円化されるらしい． C-1の形と サイズは， 種によっ

てはA-2または B-2のどちらかと同一物である．

バラハキリバチでは， 育房のカップは大小の 2種の卵形葉片（A-1, A-2 ;図1, 2 )  

と 1種の円形葉片（A-3 ;図3 ) の計3種の葉片で構成される． キャップは準円形葉片の

B-2 （図5 )である ． B-2のなかには， 明らかに二次加工による正円化が ( B-1 )み

られるが（図4 )， それで もごく一部で自然葉縁が残され完全な正円ではないので ， B-2 

として厳密に記録した． 巣 No. 1では， この葉片は第1 • 3 • 6の各育房でそれぞれ 1枚ず

つ発見されたに過ぎない． バラハキリバチでは， A-3は準円であって正円ではない． 入口

栓は小型卵形葉片のC-1 （図6 )であるがA-2とは全く異なり， むしろ準円形葉片に近

Table 1 .  Number and dimension of leaf pieces used for nest construction 
in Megachile nipponica. 

Category Place Type of leaf Mean no./ Dimension (Mean土SD) Remarks 
of leaf 1) used plece cell or nest 

( N) Length 2) in mm ( N) 

Firm Cup Large oval- 7.3土0.7( 7) 15.2土1.1 9.8土1.0( 30) Fig. 1 
leaf 3) shaped (A-1) 

Small oval- 1. 1土0.3( 7) 10. 4士0.7 7.5土0.4( 7) Fig. 2 
shaped (A-2) 

Semiround- 3.3士1.6( 7) 7.8土0.5 6. 7土0.5( 20) Fig. 3 
shaped (A-3) 

--------------------------------------·“・やぃゃ坤呻＂｀�呻＂｀＇”'”--ぶ＊”呻―-→ --’□�”`'”“`’→, ` ““金• -→ -- • ョ �＂ ＂ � ＇ �・ ・●訟“'“�““““・＊“-や疇“�*“`“”’-→マ＊4,� ` 呻＂＇�＂ □”'0.. -- �..““'-• -• “--＊• - •〒マ---• "”＂・・・一心•---“―-＊�—ゃ＊‘ ＊＊ ＊ ----9� ----”`＇ゃ-----• -----------

Firm 
leaf 3) 

Cap Semiround- 5. 3土0.5( 7)
shaped ( B-2) 

Filler Ent- Small oval-
leaf ranee shaped (C-1) 

26( 1) 

7. 5土0.5 6. 8土0.5( 27) Figs. 4 
and 5 

-----”` •”. -• °“-• •・・・石· •.．. ．’”^“· •“““· • ●皿•* ＊.．．．．．.．.．．”.”.．.．.．．．．．．°“• 

8. 7土0. 9 6. 6土0. 5( 20) Fig. 6 

1) Followed after MICHENER (1953). 
2) Indicated by long and short axes. 
3 )  Only firm leaves were confirmed, due to appropriate diameter of the nest tube. 
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い型をしていて， B-2に類似している． 後述 のスミゾメハキリバチにおいても同様である．

一方， アルファルファ ハキリバチやバラハキリバチモドキではC-1 とA-2は同形で， 典

型的な小型卵形葉片である． バラハキリバチではC-1 , A- 3, B-2の 3つはお互いに

形 が類似している． ことに， A- 3とB-2は酷似している． また， A-1として一部で葉

面の裁断のない小葉そ のものが使用されていた(2/ 51枚）． 使用された形別 の葉片数 は表

1 に示した． 第1 育房では， A- 3が 5枚も使用され， これ以降の育房(2- 3枚） よりも

多かった． しかも， 2枚は第1 育房の最外 層の底部で用いられていたので， その機能は底壁

的である．

Figs. 1 - 6. Leaf pieces used for nest construction in Megachile nipponica. 
1. Large oval-shaped leaf piece (A-1) used for cell cup. 2. Small 
oval-shaped leaf piece (A-2) used for cell cup. 3. Semiround-shaped 
leaf piece (A-3) used for cell cup. 4 and 5. Semiround-shaped 
leaf pieces (B-2) used for cell cap. 6. Small oval-shaped leaf 
pieces (C-1) used for entrance plug. 
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本 種は2化性で上述の2巣から も， すべてが2化期 の 成虫 として出現した． 巣No. 1 から

は 7 月1 6日と1 7の両 日に計3 皐 皐と 4 ;；が羽化した． ちなみに， 1 972年 の札幌市 での調査

では， 2化期 の 出現は 8月下旬 である（前田， 1 972)． 両者を比べると， 松江市 とは1カ月

の季節差がある．

繭 のサイズは， メ スが12. 9 土0 .5 mm  (N= 3 )オスが12.5 土0. 04 mm (N= 2 ) であった．

バラハキリバチモドキのそれと酷似していた． 底部は丸味 をおびるが中央部は膨大していな

ぃ． 先端部のニップルは密着性の高いキャップの存在で， 平坦化されている． 繭 は濃褐色 で

3層よりなる．

2. スミゾメハキリ バチの営巣習性と巣の構造

本 種は， 1 9 96年 6月上旬 に野外で採集した 1 化期 のメ ス成虫 を数種類の 花資源 を準備した

大型のビニ ールハウスに放飼することで， 18本の巣を入手 した． 完成巣 は 5本であった． ぅ

ち， 2 本 の完成巣を対象に巣の構造と葉片 に関する調査を行った． 葉片源植物には，ビニ ー

ルハウス内で花資源植物の1つとして供試したスイ ー トク ロバーMel illotus of ficinale の

葉がもっぱら用いられていた． ハキリバチ属の葉片源植物には種固有性 はまったくない． 水

分の少ない， 薄手 の葉が好ん で用いられる（前田ら， 1 973)． 巣の構造は， 育房間を充鎮す

る準円形葉片を配置する点 で， ほかのハキリバチ類には例 を見ないきわめて特異的なもので

あった（図7 )． 使用された葦筒は， 巣No. 1 が長さ15cm, 内径8.5 mm , 巣No.2が長さ15 cmと

内径は8.1 mmであった ． バラハキリバチと同じ方法 で巣の構造を表示すると， 巣No. 1 は

4 0- 6 0  (3)-5 0, 巣No.2は3 0- 9 0(3 )-3 0となる．

l l 

5 cm 

Fig. 7. Nest architecture of Megachile sumizome nidificated in a reed tube. 

スミゾメハキリバチの両巣で使用された形別の葉片 数 は表 2 に示した． 育房用は， 大小 2

種の卵形葉片であるA- 1 （図8 ) と A-2（図9 ), さらに円形葉片 （準円形葉片 ） であ

る A- 3（図9 ), 育房の キャップとその 上 の 充鎮用には準円形葉片であるB-2 （ 図1 0 )

されていた． また， 底壁は準円形葉片(C-1 と同一物） で造られていた． 巣No.1 

では， 底空室には円形葉片(A- 3と同形） が転がされ， また入口栓は小型卵形葉片である

C- 1 （図11 ) を層状に重ねて作製されていたが， 入口空室には充鎮用に数 枚の同じC-1

5 



中国昆虫 CHUGOKU KONTYU NO. 10 (1 996) 

が転がされていた． 本 種においても， 小型卵形葉片 と呼称したC- 1はバラハキリバチの場

合と同様に小型卵形葉片の典型であるA-2よりも準円形葉片であるB-2にむしろ類似し

ている． 巣No.2は ほかのハキリバチ属の巣 と類似していたが， 巣No.1では驚くべきこと

には各育房の前には， B-2が層状に配置されていた（図7)． このう ち最も育房側の 数 枚

は， おそらくキャップとしての機能をもつと考えられるが， ほかは明らかに充鎮用に使用さ

れたもので， まるで育房壁を想起させる． 両巣とも， 枚数の多少に関係なく各B-2はお互

いの密着度が弱く，ル ー ズに重ね合わされていた． 蓋の閉鎖には， B-2は2枚を交互にず

らして正円になるように重ね合わされていた． 密着性 は正円形葉片 より劣ると考えられる．

巣No. 2 では， 入口栓には典型的な小型卵形葉片 (A- 2 と同一物） だけが用いられていた．

これらは層状に配置されることなく， 二折して入口空室を充鎮するかのように使用されてい

た． 入口栓だけ調査 したスミゾメハキリバチの巣 （巣No. 3) では， 巣No. 1 と同じで小型

卵形葉片 (C- 1) が使用されていた（巣No. 3 は表2には含まれていない）． 本 種では，

入口栓の作製に使用される葉片の種類は変化に富み規則性 に欠けるらしい．

本 種でも， 前述のバラハキリバチ同様に円形葉片のB-2は， ほかの種では見られない ほ

ど自然葉縁が大きく残されていて， しかも歯削り加工による正円化されたB- 1は全く見ら

れなかった． B-2とC-1は明らかに同一物であると考えられる． 育房のカップを構成す

Figs. 8 -11. Leaf pieces used for nest construction in Megachile sumizome. 
8. Large oval-shaped leaf piece (A-1) used for cell cup. 9. Small 
oval-shaped leaf piece (A-2, lower) and semiround-shaped leaf piece 
(A-3, upper) used for cell cup. 10. Semiround-shaped leaf piece (B-2) 
used for cell cap. 11. Small oval-shaped leaf piece (C-1, upper and 
middle) and small oval-shaped leaf piece (=A-2)  used for entrance 
plug. 
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る葉片の大半はA-1 であることから（表2 )， 本種は営巣技術はバラハキリバチ以上に粗

雑であることは歪めない ． B-2 ， C-1, A-3はそれぞれ類似している ので， 本種は大

型卵形葉片(A-1 )， 小型卵形葉片(A-2 )， 円形葉片(A-3, B -2, C - 1 ) の3

種だけが使用されていることに なる ．

本種も年2化性であるとされている （郷原， 未発表）． 今回の調査でも6月下旬に 完成し

た 2巣から ， 成虫が 7月上旬に羽化した ． しかし， 同時期に 営巣されても一部は前蛹のまま

越冬するものがあった． した がって ， 今回の調査では完全な 2化性ではなかった ． 化性の決

定要因につい ては将来の研究に委ねたい．

繭 のサイズは14.1土1.1mm (N= 2, 性別不明）． バラハキリバチと異なり， 育房のキャッ

プである準円形葉片の密着性が弱いせいか先端も後端と同形 で ， 全体的には回転楕円体であ

る． 繭は濃褐色を呈し3層からなる．

Table 2 .  Number and dimension of leaf pieces used for nest construction 
in Megachile sumizome. 

Category ） Place Type of leaf 
of leaf 1 used piece 

Filler Basal Small oval-

Range and 
mean no./ 
cell or nest 
(N) 

0-6 
leaf parti- shaped(=A-3) 3. 0士3.0(2)

tion Small oval- 44 
shaped(=C」)4.0土0.0(2)

Firm+ Cup Large oval- 5-7 
fill er shaped(A-1) 6.0士0.8(6)
leaf Small oval- 1-3 

shaped(A-2) 1. 3土0.7(6) 
Semiround-sh 0-4 
aped(A-3) 1. 3土1.4(6) 

Dimension (Mean土SD)
Remarks 

Length 2) in mm (N) 

Fig. 9 
9.2士0.4 8.0土0.8(2)

Fig. 11 
8.8士0.5 8. 1土0.5(25)

Fig. 8 
18.6土1.2 11. 0士0.9(30)

Fig. 9 
13.3土1.7 8.2士0.5(7)

Fig. 9 
9. 1土0.6 7.4土0.8(8)

Ditto Cap Semiround- 6-36 Fig. 10 
shaped(B-2)3) 15. 8士10.9(2) 8. 8土0.6 7.9土0.5(29)

.．.．..．.．.....．．．----.．．．．．．.”` ̀  °”~”^ `  `  ^  ̀  ̀  `  ~ ̂ “`““ヽ．．．“- ｀ →．．．’”` ^ ”.．．.．．. " ` .．．”→”`．．．．．．.．．．．. ＂”.．．．．. ------ · • -.．．．.．．．．．----- • ----.．．．．“ー卓ー一・・・・・・ " ...．“` ｀... ̀ ‘.．..．... --“-.．．．．-

Filler Entrance Small oval- 0-54 Fig. 11 
leaf plug shaped(=A-2)27.0土27.0(2) 13.2土0.9 9.4士0.7(14) 

Small oval- 0-24 Fig. 11 
shaped(C-1) 12. 0土12.0(2) 9.8土0.7 7.8士0.7(25) 

1) and 2) See Table 1. 
3) Semiround-shaped leaf pieces were also used to fill the space in front of 

prov1s10ned cells. 
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論 議

E1cK wo1n et al. (1981) は， 既存空間を利用して営巣する習性はハ キリバチ科の ハ キリ

バチ属及び他属において繰り返し進化し， ハ キリバチ科の祖先は非直列の育房群をもつ土中

穿孔性であったと仮定している． バラ ハ キリバチとスミゾメハキリバチはともに土中と既存

の空間の両営巣基に営巣する併存型である． 祖先形 質と考えられる土中穿孔習性を保持して

いる． 穿孔性で土中にだけ営巣するキヌゲハ キリバチ， スミスハ キリバチ， ヤマ トハキリバ

チ， フルカワフ ト ハキリバチ，サカガミハキリバチの 5種（既存の土中空間を利用するキ バ

ラ ハキリバチを除く） では入口栓が欠如している(MAETA et al., unpub.)． 地中の ほか

に既存の空間にも営巣 するバラ ハ キリバチとスミゾメハキリバチでは， ほかの完全な既存空

間に営巣する種と同様に仕切壁の 一種である入口栓が存在する． 仕切壁である入口栓は， 既

存の空間に営巣することで獲得された形 質であろう．

バラ ハ キリバチとスミゾメ ハ キリバチとも， 育房を閉鎖するキャップの円形葉片には， 準

円形葉片のB-2だけで，正円形葉片のB-1は存在しない． 前種のB-2の 一部では(3/ 

33枚）， B-1に限りなく近いもの が発見された． それらは育房の キャップ として最も内 側

に使用されていた． しかも， その枚数 も育房当たり1枚で， 使用されていない育房もあった．

一方， スミゾメ ハ キリバチにはB-2の正円化(B- 1 ) が全くなかった． 両種とも， B-

2にはほかの種にはない ほど大きく自然葉縁が残されていた． 両種には， 正円葉片を裁断す

る技術， また正円化する加工技術が欠如していると言える． 既存の空間だけに営巣するバラ
ハ キリバチモドキ（バラ ハキリバチと同所性同胞種） では， 育房はすべて加工した正円形葉

片（B- 1 ) だけで閉鎖する（前田， 197 9).

準円形葉片の正円化は， 地上 営巣性を獲得し既存の筒（正円の 孔道をもつ） に営巣するこ

とと関連して進化した習性らしい． 事実土中に営巣するスミスハキリバチ， キ バラ ハキリ

バチ，サカガミハキリバチ， フルカワフ トハキリバチ， さらに朽ち木だけに営巣するタイワ

ンツヤハキリバチとクズハ キリバチにおいては円形葉片(A- 3) と正円化された葉片(B-

1, c-2 ) は存在しない(MJ\ETJ\ et al. ,  unpub.）． これらの種では孔道が安定した完

全な正円でないので， 正円形葉片はそれ ほど必要ではないのかも知れない．

スミゾメハキリバチでは準円形葉片(C- 1と同一物） で造られた底壁がある． また， 育

房を閉鎖するキャップ用の準円形葉片(B-2 ) の 上 にこれと同一物が充鎮用に， 厚く層状

に使用され（特に巣No.1 )， まるで育房壁のようであった．

アルファルファ ハ キリバチやバラ ハ キリバチモドキなどでは， 入口栓はもっぱら典型的な

小型卵形葉片で閉鎖される． これらに対して， バラ ハキリバチとスミゾメハキリバチではむ

しろ準円形をした葉片が使用されていた． 両種においては， 共に準円形をしたA- 3, B-

2, C-1の 3種の葉片は形態がお互いに類似していた． これらは使用場所はそれぞれ異なっ

ていても， 同じ葉片が共用されていることになる． これは， 裁断または二次的に加工される

葉片の種類数 が少ないことを意味 し， 既存の空間だけを利用する種類に比べて， 葉片の 裁断

や加工技術が劣っていることを暗示している．
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ス ミ ゾメ ハ キリバチのように， 準円形葉片(B- 2) をまるで育房壁のように充鎮用に使

用する種は ほかには見当らない ． 岩田(1941) は， 育房閉鎖 （ キャ ッ プ） と孔道閉鎖 （ 仕切

壁） は別 個の存在であるとしている． ハキリバチ属でも， ス ミ ゾメ ハ キリバチに見られるよ

うに， 明ら かな仕切壁とみなされる底壁が見いだされた． 育房の キャ ッ プとし

された準円形葉片はあたかも仕切壁的であるが， 余分の空間の 充鎮したものであっ

の 巣 材を 節 減した結果もたらされた育房の名残の一部である育房壁ではない ． 筒 （孔） 類営

巣 性の有剣類で見られる育房壁は同じ仕切壁である底壁や入 口栓とは別 起源 の もので， 後 の

2つは明らかに育房壁よりも起源 が古いと考えられる．
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